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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　三原色及び白の４色の複数の画素が交互にマトリックス状に配列させて形成され、互い
に隣合う前記三原色及び白の各色１つずつの４つの画素を１単位とする複数の表示要素に
よりカラー画像を表示する液晶表示素子の駆動方法において、
　入力された三原色の階調データに基づいて、
　前記三原色及び白の４色の画素それぞれの最大階調輝度に対するこれらの画素を駆動す
るための駆動階調データに対応する輝度の割合を輝度率、
前記複数の表示要素毎の前記三原色の画素相互の前記輝度率の差の絶対値のうちの最大値
を最大輝度率差とするとき、
　前記複数の表示要素毎の前記三原色及び白の４色の画素の前記輝度率がそれぞれ、前記
三原色の画素それぞれの前記輝度率に、前記白色画素の特性に応じて予め定めた任意の値
の設定輝度率の前記最大輝度率差に相当する階調数以外の階調数に対応する割合の輝度率
を加算して得られる値に、１画面のカラー画像を表示するための１フレームにおける全て
の表示要素の前記最大輝度率差に応じて定められる係数を乗じ、且つ前記白色画素の前記
輝度率を差し引いた値となるように、前記複数の表示要素毎の三原色及び白の４色の階調
値を設定し、これらの諧調値の駆動階調データにそれぞれ対応した前記４色のデータ信号
を前記複数の表示要素の三原色及び白の４色の画素にそれぞれ供給することを特徴とする
液晶表示素子の駆動方法。
【請求項２】
　１フレームにおける全ての表示要素の最大輝度率差に応じて定められる係数は、前記全
ての表示要素それぞれの最大輝度率差のうちの最も大きい値に応じて設定されることを特
徴とする請求項１に記載の液晶表示素子の駆動方法。
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【請求項３】
　赤、緑、青及び白の４色の複数の画素が交互にマトリックス状に配列させて形成され、
互いに隣合う前記赤、緑、青及び白の各色１つずつの４つの画素を１単位とする複数の表
示要素によりカラー画像を表示する液晶表示素子の駆動方法において、
　入力された赤、緑、青の３色の階調データに基づいて、
　前記赤、緑、青及び白の４色の画素それぞれの最大階調輝度をＬｍａｘＲ，ＬｍａｘＧ

，ＬｍａｘＢ，ＬｍａｘＷ、
　前記赤、緑、青の３色の画素それぞれの前記入力された赤、緑、青の３色の階調データ
に対応する輝度を入力データ対応輝度ＬＲ，ＬＧ，ＬＢ、
　前記赤、緑、青の３色の画素それぞれの前記最大階調輝度ＬｍａｘＲ，ＬｍａｘＧ，Ｌ

ｍａｘＢに対する前記入力データ対応輝度ＬＲ，ＬＧ，ＬＢの割合ＬＲ／ＬｍａｘＲ，Ｌ

Ｇ／ＬｍａｘＧ，ＬＢ／ＬｍａｘＢをそれぞれ入力データ対応輝度率ＲＲ，ＲＧ，ＲＢ、
　前記複数の表示要素毎の前記赤、緑、青の３色の画素相互の前記入力データ対応輝度率
ＲＲ，ＲＧ，ＲＢの差の絶対値｜ＲＲ－ＲＧ｜，｜ＲＧ－ＲＢ｜，｜ＲＢ－ＲＲ｜のうち
の最大値を最大輝度率差dｍａｘ、
　１画面のカラー画像を表示するための１フレームにおける全ての表示要素それぞれの前
記最大輝度率差dｍａｘのうちの最も大きい値をdｍａｘＡＬＬ、
　前記赤、緑、青及び白の４色の画素それぞれのこれらの画素を駆動するための駆動階調
データに対応する輝度を駆動データ対応輝度Ｌ′Ｒ，Ｌ′Ｇ，Ｌ′Ｂ，Ｌ′Ｗ、
　前記赤、緑、青及び白の４色の画素それぞれの前記最大階調輝度ＬｍａｘＲ，Ｌｍａｘ

Ｇ，ＬｍａｘＢ，ＬｍａｘＷに対する前記駆動データ対応輝度Ｌ′Ｒ，Ｌ′Ｇ，Ｌ′Ｂ，
Ｌ′Ｗの割合Ｌ′Ｒ／ＬｍａｘＲ，Ｌ′Ｇ／ＬｍａｘＧ，Ｌ′Ｂ／ＬｍａｘＢ，Ｌ′Ｗ／
ＬｍａｘＷをそれぞれ駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｒ，Ｒ′Ｇ，Ｒ′Ｂ，Ｒ′Ｗとするとき
、
　前記駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｒ，Ｒ′Ｇ，Ｒ′Ｂ，Ｒ′Ｗが、
　Ｒ′Ｒ＝ＲＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｒ′Ｗ・ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ

＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　Ｒ′Ｇ＝ＲＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｒ′Ｗ・ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ

＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　Ｒ′Ｂ＝ＲＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｒ′Ｗ・ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ

＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　ただし、
　ｔ１は、０≦ｔ１≦ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）の範囲の任
意の設定値、
　ｔ２は、１／［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］≦｛１＋Ｌｍａ

ｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝／（１＋ｔ１）のとき、
　　ｔ２＝１／［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］に設定され、
　｛１＋ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝／（１＋ｔ１）＜１／
［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］のとき、
　　ｔ２＝｛１＋ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝／（１＋ｔ１

）に設定される係数、
を満足する階調値の前記複数の表示要素毎の赤、緑、青及び白の４色の駆動階調データを
生成し、これらの駆動階調データにそれぞれ対応した前記４色のデータ信号を前記複数の
表示要素の赤、緑、青及び白の４色の画素にそれぞれ供給することを特徴とする液晶表示
素子の駆動方法。
【請求項４】
　前記液晶表示素子は、赤、緑、青及び白の４色の画素それぞれの輝度がこれらの画素を
駆動するための駆動階調データの階調値に比例する特性を有しており、
　複数の表示要素毎の赤、緑、青及び白の４色の駆動階調データは、
　入力された赤、緑、青の３色の階調データの階調値をＤＲ，ＤＧ，ＤＢ、前記赤、緑、
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青及び白の４色の駆動階調データの階調値をＤ′Ｒ，Ｄ′Ｇ，Ｄ′Ｂ，Ｄ′Ｗとするとき
、
　Ｄ′ＲはＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃを整数化した値
　Ｄ′ＧはＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃを整数化した値
　Ｄ′ＢはＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃを整数化した値
　Ｄ′ＷはＣを整数化した値
　ただし、Ｃは、ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２，ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａ

ｘ）｝ｔ２，ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２のうちの最も小さい値をＤ２ｍｉｎ

とするとき、前記Ｄ２ｍｉｎが最大階調未満の場合はその値Ｄ２ｍｉｎを整数化した値、
前記Ｄ２ｍｉｎが最大階調以上の場合は前記最大階調の値とする、
の諧調値にそれぞれ設定されることを特徴とする請求項３に記載の液晶表示素子の駆動方
法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　この発明は、三原色及び白の４色の画素により１つの表示要素を構成した液晶表示素子
を色再現を良く表示させることができる駆動方法を提供することを目的としたものである
。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　この発明の請求項１に記載の液晶表示素子の駆動方法は、
　三原色及び白の４色の複数の画素が交互にマトリックス状に配列させて形成され、互い
に隣合う前記三原色及び白の各色１つずつの４つの画素を１単位とする複数の表示要素に
よりカラー画像を表示する液晶表示素子の駆動方法において、
　入力された三原色の階調データに基づいて、
　前記三原色及び白の４色の画素それぞれの最大階調輝度に対するこれらの画素を駆動す
るための駆動階調データに対応する輝度の割合を輝度率、
前記複数の表示要素毎の前記三原色の画素相互の前記輝度率の差の絶対値のうちの最大値
を最大輝度率差とするとき、
　前記複数の表示要素毎の前記三原色及び白の４色の画素の前記輝度率がそれぞれ、前記
三原色の画素それぞれの前記輝度率に、前記白色画素の特性に応じて予め定めた任意の値
の設定輝度率の前記最大輝度率差に相当する階調数以外の階調数に対応する割合の輝度率
を加算して得られる値に、１画面のカラー画像を表示するための１フレームにおける全て
の表示要素の前記最大輝度率差に応じて定められる係数を乗じ、且つ前記白色画素の前記
輝度率を差し引いた値となるように、前記複数の表示要素毎の三原色及び白の４色の階調
値を設定し、これらの諧調値の駆動階調データにそれぞれ対応した前記４色のデータ信号
を前記複数の表示要素の三原色及び白の４色の画素にそれぞれ供給することを特徴とする
。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１３】
　この発明の請求項３に記載の液晶表示素子の駆動方法は、
　赤、緑、青及び白の４色の複数の画素が交互にマトリックス状に配列させて形成され、
互いに隣合う前記赤、緑、青及び白の各色１つずつの４つの画素を１単位とする複数の表
示要素によりカラー画像を表示する液晶表示素子の駆動方法において、
　入力された赤、緑、青の３色の階調データに基づいて、
　前記赤、緑、青及び白の４色の画素それぞれの最大階調輝度をＬｍａｘＲ，ＬｍａｘＧ

，ＬｍａｘＢ，ＬｍａｘＷ、
　前記赤、緑、青の３色の画素それぞれの前記入力された赤、緑、青の３色の階調データ
に対応する輝度を入力データ対応輝度ＬＲ，ＬＧ，ＬＢ、
　前記赤、緑、青の３色の画素それぞれの前記最大階調輝度ＬｍａｘＲ，ＬｍａｘＧ，Ｌ

ｍａｘＢに対する前記入力データ対応輝度ＬＲ，ＬＧ，ＬＢの割合ＬＲ／ＬｍａｘＲ，Ｌ

Ｇ／ＬｍａｘＧ，ＬＢ／ＬｍａｘＢをそれぞれ入力データ対応輝度率ＲＲ，ＲＧ，ＲＢ、
　前記複数の表示要素毎の前記赤、緑、青の３色の画素相互の前記入力データ対応輝度率
ＲＲ，ＲＧ，ＲＢの差の絶対値｜ＲＲ－ＲＧ｜，｜ＲＧ－ＲＢ｜，｜ＲＢ－ＲＲ｜のうち
の最大値を最大輝度率差dｍａｘ、
　１画面のカラー画像を表示するための１フレームにおける全ての表示要素それぞれの前
記最大輝度率差dｍａｘのうちの最も大きい値をdｍａｘＡＬＬ、
　前記赤、緑、青及び白の４色の画素それぞれのこれらの画素を駆動するための駆動階調
データに対応する輝度を駆動データ対応輝度Ｌ′Ｒ，Ｌ′Ｇ，Ｌ′Ｂ，Ｌ′Ｗ、
　前記赤、緑、青及び白の４色の画素それぞれの前記最大階調輝度ＬｍａｘＲ，Ｌｍａｘ

Ｇ，ＬｍａｘＢ，ＬｍａｘＷに対する前記駆動データ対応輝度Ｌ′Ｒ，Ｌ′Ｇ，Ｌ′Ｂ，
Ｌ′Ｗの割合Ｌ′Ｒ／ＬｍａｘＲ，Ｌ′Ｇ／ＬｍａｘＧ，Ｌ′Ｂ／ＬｍａｘＢ，Ｌ′Ｗ／
ＬｍａｘＷをそれぞれ駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｒ，Ｒ′Ｇ，Ｒ′Ｂ，Ｒ′Ｗとするとき
、
　前記駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｒ，Ｒ′Ｇ，Ｒ′Ｂ，Ｒ′Ｗが、
　Ｒ′Ｒ＝ＲＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｒ′Ｗ・ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ

＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　Ｒ′Ｇ＝ＲＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｒ′Ｗ・ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ

＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　Ｒ′Ｂ＝ＲＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｒ′Ｗ・ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ

＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　ただし、
　ｔ１は、０≦ｔ１≦ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）の範囲の任
意の設定値、
　ｔ２は、１／［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］≦｛１＋Ｌｍａ

ｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝／（１＋ｔ１）のとき、
　　ｔ２＝１／［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］に設定され、
　｛１＋ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝／（１＋ｔ１）＜１／
［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］のとき、
　　ｔ２＝｛１＋ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝／（１＋ｔ１

）に設定される係数、
を満足する階調値の前記複数の表示要素毎の赤、緑、青及び白の４色の駆動階調データを
生成し、これらの駆動階調データにそれぞれ対応した前記４色のデータ信号を前記複数の
表示要素の赤、緑、青及び白の４色の画素にそれぞれ供給することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１６】
　図１は液晶表示装置の構成図であり、この液晶表示装置は、加法混色における赤、緑、
青の三原色及び白の４色の複数の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗ（図２参照）が交
互にマトリックス状に配列させて形成された液晶表示素子１と、入力された前記三原色（
赤、緑、青の３色）の階調データに基づいて赤、緑、青及び白の４色の階調データを生成
し、４つの各画素を備えた前記液晶表示素子１を駆動する駆動手段１５と、により構成さ
れている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　図２は前記液晶表示素子１の一部分の断面図であり、この液晶表示素子１は、予め定め
た間隙を設けて対向配置された一対の透明基板２，３と、これらの基板２，３間の間隙に
封入された液晶層４と、前記一対の基板２，３の一方、例えば観察側（図において上側）
とは反対側の基板２の内面に、行方向（画面の左右方向）及び列方向（画面の上下方向）
にマトリックス状に配列させて形成された複数の透明な画素電極５と、他方の基板、つま
り観察側の基板３の内面に、前記複数の画素電極５の配列領域に対応させて形成された一
枚膜状の透明な対向電極６と、前記一対の基板２，３の外面にそれぞれ配置された一対の
偏光板１１，１２とからなっている。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　この液晶表示素子１は、その観察側とは反対側に配置された図示しない面光源から照射
された光の透過率を制御して画像を表示するものであり、前記複数の画素電極５と前記対
向電極６とが互いに対向する領域により、前記データ信号の供給、つまり前記電極５，６
間への前記データ信号に対応した電圧の印加により前記液晶層４の液晶分子の配向状態を
変化させて光の透過率を制御する複数の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗが形成され
ている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　この液晶表示素子１は、前記液晶層４の液晶分子をツイスト配向させたＴＮまたはＳＴ
Ｎ型、液晶分子を基板２，３面に対して垂直に配向させた垂直配向型、液晶分子をツイス
トさせることなく基板２，３面に対して平行に配向させた水平配向型、液晶分子をベンド
配向させるベンド配向型のいずれか、あるいは強誘電性または反強誘電性液晶表示素子で
あり、前記一対の偏光板１１，１２は、それぞれの透過軸の向きを、各画素１３Ｒ，１３
Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗの電極５，６間に電圧を印加しないときの表示が黒または白になるよ
うに設定して配置されている。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００３６】
　前記映像信号は、表示する画像に対応した同期信号と、１つの表示要素それぞれに対応
した表示色を定義する赤、緑、青の３色の階調データとを含む信号であり、前記コントロ
ーラ２０に入力される。前記コントローラ２０は、前記映像信号から、前記同期信号等を
分離して前記走査駆動回路１６とデータ駆動回路１７とに供給し、また前記赤、緑、青の
３色の階調データを前記演算部１８に供給し、これらの回路の動作を制御する。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　そこで、この駆動方法においては、前記入力された赤、緑、青の３色の階調データに基
づいて、
　上述したように前記赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗそ
れぞれの最大階調輝度をＬｍａｘＲ，ＬｍａｘＧ，ＬｍａｘＢ，ＬｍａｘＷ、
　前記赤、緑、青の３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂそれぞれの前記入力された赤、緑
、青の３色の階調データに対応する輝度を入力データ対応輝度ＬＲ，ＬＧ，ＬＢ、
　前記赤、緑、青の３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂそれぞれの前記最大階調輝度Ｌｍ

ａｘＲ，ＬｍａｘＧ，ＬｍａｘＢに対する前記入力データ対応輝度ＬＲ，ＬＧ，ＬＢの割
合ＬＲ／ＬｍａｘＲ，ＬＧ／ＬｍａｘＧ，ＬＢ／ＬｍａｘＢをそれぞれ入力データ対応輝
度率ＲＲ，ＲＧ，ＲＢ、
　前記複数の表示要素１４毎の前記赤、緑、青の３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ相互
の前記入力データ対応輝度率ＲＲ，ＲＧ，ＲＢの差の絶対値｜ＲＲ－ＲＧ｜，｜ＲＧ－Ｒ

Ｂ｜，｜ＲＢ－ＲＲ｜のうちの最大値を最大輝度率差dｍａｘ、
　１画面のカラー画像を表示するための１フレームにおける全ての表示要素１４それぞれ
の前記最大輝度率差dｍａｘのうちの最も大きい値をdｍａｘＡＬＬ、
　前記赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗそれぞれのこれら
の画素を駆動するための駆動階調データに対応する輝度を駆動データ対応輝度Ｌ′Ｒ，Ｌ
′Ｇ，Ｌ′Ｂ，Ｌ′Ｗ、
　前記赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗそれぞれの前記最
大階調輝度ＬｍａｘＲ，ＬｍａｘＧ，ＬｍａｘＢ，ＬｍａｘＷに対する前記駆動データ対
応輝度Ｌ′Ｒ，Ｌ′Ｇ，Ｌ′Ｂ，Ｌ′Ｗの割合Ｌ′Ｒ／ＬｍａｘＲ，Ｌ′Ｇ／ＬｍａｘＧ

，Ｌ′Ｂ／ＬｍａｘＢ，Ｌ′Ｗ／ＬｍａｘＷをそれぞれ駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｒ，Ｒ
′Ｇ，Ｒ′Ｂ，Ｒ′Ｗとするとき、
　前記駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｒ，Ｒ′Ｇ，Ｒ′Ｂ，Ｒ′Ｗが、
　Ｒ′Ｒ＝ＲＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｒ′Ｗ・ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ

＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　Ｒ′Ｇ＝ＲＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｒ′Ｗ・ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ

＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　Ｒ′Ｂ＝ＲＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｒ′Ｗ・ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ

＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　ただし、
　ｔ１は、０≦ｔ１≦ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）の範囲の任
意の設定値、
　ｔ２は、１／［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］≦｛１＋Ｌｍａ

ｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝／（１＋ｔ１）のとき、
　　ｔ２＝１／［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］に設定され、
　｛１＋ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝／（１＋ｔ１）＜１／
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［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］のとき、
　　ｔ２＝｛１＋ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝／（１＋ｔ１

）に設定される係数、
を満足する階調値に設定された前記複数の表示要素１４毎の赤、緑、青及び白の４色の駆
動階調データを生成する。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　このように、この駆動方法は、前記入力された赤、緑、青の３色の階調データに基づい
て、前記複数の表示要素１４毎の赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ
，１３Ｗの駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｒ，Ｒ′Ｇ，Ｒ′Ｂ，Ｒ′Ｗがそれぞれ、前記赤、
緑、青の３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂそれぞれの駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｒ，Ｒ
′Ｇ，Ｒ′Ｂに、前記白色画素１３Ｗの特性に応じて予め定めた任意の値の設定輝度率ｔ

１の前記最大輝度率差ｄｍａｘに相当する階調数以外の階調数に対応する割合の輝度率を
加算して得られる値に、１フレームにおける全ての表示要素１４それぞれの前記最大輝度
率差ｄｍａｘのうちの最も大きい値ｄｍａｘＡＬＬに応じて設定される係数を乗じ、且つ
前記白色画素１３Ｗの駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｗを差し引いた値となるように、前記複
数の表示要素１４毎の赤、緑、青及び白の４色の階調データを設定し、これらの駆動階調
データにそれぞれ対応した前記４色のデータ信号を前記複数の表示要素１４の赤、緑、青
及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗにそれぞれ供給するようにしたもの
である。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　このように本駆動方法は、前記入力された赤、緑、青の３色の階調データに基づいて、
前記複数の表示要素１４毎の赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１
３Ｗの駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｒ，Ｒ′Ｇ，Ｒ′Ｂ，Ｒ′Ｗがそれぞれ、前記赤、緑、
青の３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂそれぞれの駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｒ，Ｒ′Ｇ

，Ｒ′Ｂに、前記白色画素１３Ｗの特性に応じて予め定めた任意の値の設定輝度率ｔ１の
前記最大輝度率差ｄｍａｘに相当する階調数以外の階調数に対応する割合の輝度率を加算
して得られる値に、１画面のカラー画像を表示するための１フレームにおける全ての表示
要素１４の前記最大輝度率差ｄｍａｘに応じて定められる係数を乗じ、且つ前記白色画素
１３Ｗの駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｗを差し引いた値となるように、前記複数の表示要素
１４毎の赤、緑、青及び白の４色の階調データの諧調値を定めているため、前記先願の駆
動方法に比べて、白表示の輝度をさらに高くすることができる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　本駆動方法において、前記入力された赤、緑、青の３色の階調データの最大階調値が６
３である場合、前記ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２，ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍ

ａｘ）｝ｔ２，ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２のうちの最も小さい値Ｄ２ｍｉｎ
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に対応した係数Ｃは、前記Ｄ２ｍｉｎが６３未満であるときはＣ＝Ｄ２ｍｉｎとし、前記
Ｄ２ｍｉｎが６３以上のときはＣ＝６３とした。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
　これに対して本駆動方法では、ｔ１＝０．５、ｄｍａｘＡＬＬ＝０．７６とすると、
　１／［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］
　　＝１／［｛１＋０．５（１－０．７６）｝０．７６］＝１．１７
　｛１＋ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝／（１＋ｔ１）
　　＝（１＋１）／（１＋０．５）＝１．３３
であり、したがって、
　１／［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］
　　≦｛１＋ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝
であるため、
　ｔ２＝１／［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］＝１．１７
になる。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
　この中間色表示の色度は、前記３色画素表示素子における、１つの表示要素の赤、緑、
青の３色の画素に、赤、緑、青の階調値がそれぞれ５５，３１，７の３色の階調データに
対応したデータ信号を供給したときの前記表示要素の表示の色度と同じであり、また、こ
の中間色表示の輝度（５８ｃｄ／ｍ２）は、この比較例の駆動方法による前記白表示の輝
度（１５１ｃｄ／ｍ２）の約３９％である。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　これに対して本駆動方法では、ｔ１＝０．５、ｄｍａｘＡＬＬ＝０．７６とすると、上
記のようにｔ２＝１．１７であるため、ｄｍａｘ＝４８／６３のときは、
　ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２

　　＝５５｛１＋０．５（１－４８／６３）｝１．１７＝７２．１９
　ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２

　　＝３１｛１＋０．５（１－４８／６３）｝１．１７＝４０．６９
　ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２

　　＝７｛１＋０．５（１－４８／６３）｝１．１７＝９．１９
　Ｄ２ｍｉｎ＝９．１９
　Ｃ＝９．１９
であり、
　Ｄ′Ｒ＝ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝７２．１９－９．１９＝６３．
００
　Ｄ′Ｇ＝ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝４０．６９－９．１９＝３１．



(9) JP 2009-86278 A5 2010.8.12

５０
　Ｄ′Ｂ＝ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝９．１９－９．１９＝０
となるため、
　Ｄ′Ｒ＝６３
　Ｄ′Ｇ＝３２
　Ｄ′Ｂ＝０
　Ｄ′Ｗ＝９
となり、輝度が６８ｃｄ／ｍ２の中間色表示が得られる。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　この中間色表示の色度は、前記比較例の駆動方法による色度と同じであり、したがって
、前記３色画素表示素子における、１つの表示要素の赤、緑、青の３色の画素に、赤、緑
、青の階調値がそれぞれ５５，３１，７の３色の階調データに対応したデータ信号を供給
したときの前記表示要素の表示の色度と同じである。また、この中間色表示の輝度（６８
ｃｄ／ｍ２）は、本駆動方法による前記白表示の輝度（１７６ｃｄ／ｍ２）の約３９％で
あり、前記比較例の駆動方法による前記白表示と中間色表示との輝度比と同等である。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８３】
　この中間色表示の色度は、前記３色画素表示素子における、１つの表示要素の赤、緑、
青の３色の画素に、赤、緑、青の階調値がそれぞれ４７，３１，１５の３色の階調データ
に対応したデータ信号を供給したときの前記表示要素の表示の色度と同じであり、また、
この中間色表示の輝度（６４ｃｄ／ｍ２）は、この比較例の駆動方法による前記白表示の
輝度（１５１ｃｄ／ｍ２）の約４２％である。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
　これに対して本駆動方法では、ｔ１＝０．５、ｄｍａｘＡＬＬ＝０．７６とすると、上
記のようにｔ２＝１．１７であるため、ｄｍａｘ＝３２／６３のときは、
　ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２

　　＝４７｛１＋０．５（１－３２／６３）｝１．１７＝６８．６９
　ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２

　　＝３１｛１＋０．５（１－３２／６３）｝１．１７＝４５．３０
　ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２

　　＝１５｛１＋０．５（１－３２／６３）｝１．１７＝２１．９２
　Ｄ２ｍｉｎ＝２１．９２
　Ｃ＝２１．９２
であり、
　Ｄ′Ｒ＝ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝６８．６９－２１．９２＝４６
．７７
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　Ｄ′Ｇ＝ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝４５．３０－２１．９２＝２３
．３８
　Ｄ′Ｂ＝ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝２１．９２－２１．９２＝０
となるため、
　Ｄ′Ｒ＝４７
　Ｄ′Ｇ＝２３
　Ｄ′Ｂ＝０
　Ｄ′Ｗ＝２２
となり、輝度が７４ｃｄ／ｍ２の中間色表示が得られる。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８５】
　この中間色表示の色度は、前記比較例の駆動方法による色度と同じであり、したがって
、前記３色画素表示素子における、１つの表示要素の赤、緑、青の３色の画素に、赤、緑
、青の階調値がそれぞれ４７，３１，１５の３色の階調データに対応したデータ信号を供
給したときの前記表示要素の表示の色度と同じである。また、この中間色表示の輝度（７
４ｃｄ／ｍ２）は、本駆動方法による前記白表示の輝度（１７６ｃｄ／ｍ２）の約４２％
であり、前記比較例の駆動方法による赤、緑、青の３色の階調データの階調値ＤＲ，ＤＧ

，ＤＢが、ＤＲ＝４７，ＤＧ＝３１，ＤＢ＝１５のときの白表示と中間色表示との輝度比
と同等である。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８８】
　これに対して本駆動方法では、ｔ１＝０．５、ｄｍａｘＡＬＬ＝１．００とすると、
　１／［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］
　　＝１／［｛１＋０．５（１－１）｝１．００］＝１．００
　｛１＋ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝／（１＋ｔ１）
　　＝（１＋１）／（１＋０．５）＝１．３３
であり、したがって、
　１／［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］
　　≦｛１＋ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝／（１＋ｔ１）
であるため、
　ｔ２＝１／［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］＝１．００
になる。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
　そして、ｄｍａｘ＝１のときは、
　ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２

　　＝６３｛１＋０．５（１－１）｝１．００＝６３．００
　ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２
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　　＝０｛１＋０．５（１－１）｝１．００＝０
　ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２

　　＝０｛１＋０．５（１－１）｝１．１７＝０
　Ｄ２ｍｉｎ＝０
　Ｃ＝０
であり、
　Ｄ′Ｒ＝ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝６３
　Ｄ′Ｇ＝ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝０
　Ｄ′Ｂ＝ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝０
となるため、
　Ｄ′Ｒ＝６３
　Ｄ′Ｇ＝０
　Ｄ′Ｂ＝０
　Ｄ′Ｗ＝０
となり、輝度が２２ｃｄ／ｍ２の赤色の原色表示が得られる。この原色表示の輝度は、前
記比較例の駆動方法による原色表示の輝度と同じである。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
　このように、本駆動方法によれば、入力された赤、緑、青の３色の階調データの階調値
が互いに異なるときの前記表示要素１４の中間色表示の色度が、前記３色画素表示素子と
同じであるため、各表示要素１４に、前記赤、緑、青の３色の階調データにより定められ
た中間色を色ずれ無く表示させ、色再現性の良いカラー画像を表示することができる。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
　しかも、本駆動方法によれば、前記白表示と中間色表示との輝度比が、前記比較例の駆
動方法による白表示と中間色表示との輝度比と同じであるため、前記比較例の駆動方法に
比べて中間色表示の輝度も高くすることができる。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】

【手続補正２６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２】

【手続補正２７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図７】
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